
MBC ラジオ『ここが聞きたい！ドクタートーク』2026.7.4 

第 1209 回放送分『小児疾患』1 回目 

ゲスト：櫨木大祐ドクター 

 

二見いすず 

今月のドクタートークは「小児疾患」をテーマにお送りいたします。 

お話は、鹿児島県医師会 櫨木大祐（はぜき だいすけ）ドクターです。 

櫨木さん、よろしくお願いいたします。 

 

櫨木大祐Ｄr. 

よろしくお願いいたします。 

 

二見いすず 

早速ですが、今日は何についてお話しいただけますでしょうか？ 

 

櫨木大祐Ｄr. 

今日は子どもの心雑音についてお伝えいたします。 

 

二見いすず 

心雑音ですね。これは普通の心臓の音とはどのように違うのでしょうか？ 

 

櫨木大祐Ｄr. 

通常、心臓の音というのは、心臓が作動している音しか聞こえないので 

「トットットッ」という風に音が途切れて聞こえます。 

しかし何か異常があると、通切れることなく「ザーザーザー」と 

音が伸びて聞こえます。 

 

二見いすず 

受診したときに、このような音が聞こえたら、 

精密検査を受けるということでしょうか？ 

 

櫨木大祐Ｄr. 

そうですね。多くの方は異常がなく、無害性心雑音という状態です。 

しかし稀に血管が狭いなどという病気が見つかることもあるので、 

一応精密検査を受けるようにお伝えしています。 

 

二見いすず 

血管が狭いこと以外にも、なにか他の病気の可能性があったりするのでしょうか？ 

 

櫨木大祐Ｄr. 

これも稀ではありますが、心臓の中の壁の一部に穴が開いていたり、 



本来つながっていないはずの血管がつながっていたりなど、 

さまざまなことが考えられますが、ほとんどの方は問題ないことが多いです。 

 

二見いすず 

そうなんですね。 

 

櫨木大祐Ｄr. 

はい。心雑音について私が言いたかったのは、 

ほとんどが異常がないということです。 

「心雑音がする」と言われると、親御さんは驚かれると思いますが、 

念の為の確認で精密検査をすることが多いので、 

そこは必要以上にご心配されなくて大丈夫です。 

もし何か病気が見つかった場合でも、 

意外と症状もなく過ごしているということもありえます。 

ただ放置しておくと成人になって負担が出たりすることもあるので、 

見つけたら早めに治療してあげることが一番です。 

 

二見いすず 

ちなみに精密検査はどのような検査を行うのでしょうか？ 

 

櫨木大祐Ｄr. 

一般的なレントゲンの検査や心電図、超音波の検査です。 

怖かったり痛かったりという検査ではないので、 

お子さんでも安心して受けられます。 

 

二見いすず 

ほとんどが異常がないということでしたが、 

受診する前に「こういった症状があれば注意してください」というものは 

ありますか？ 

 

櫨木大祐Ｄr. 

例えば幼児であれば、体重が増えにくいとかですね。 

体重が増えにくくて心雑音するとき。 

もう少し大きくなった場合ですと、少し運動するとすぐに疲れて息切れがする。 

そして唇が紫っぽい色など、このような場合は本当に病気が隠れているときがあるので、 

気をつけていただきたいです。 

 

二見いすず 

よくわかりました。 

今月は小児疾患についてお送りいたします。 

お話は鹿児島県医師会 櫨木大祐ドクターでした。 

櫨木さん、ありがとうございました。 



 

櫨木大祐Ｄr. 

ありがとうございました。 

 


